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命
の
営
み
で
あ
っ
た
食
の
生
産

が
、
経
済
活
動
へ
と
組
み
込
ま
れ

て
効
率
・
利
益
を
偏
重
す
る
結
果
、

化
学
肥
料
の
集
中
利
用
、
農
薬
を

用
い
た
工
程
が
標
準
と
な
り
、
季

節
と
自
然
に
調
和
し
た
昔
な
が
ら

の
農
業
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
流
通
に
も
効
率
・
経
済

性
が
強
く
求
め
ら
れ
、
結
果
と
し

て
生
産
者
の
顔
、
生
産
・
加
工
の

プ
ロ
セ
ス
が
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
。
加
工
・
調
理
品
の
中
に

は
ど
こ
の
国
か
ら
入
っ
て
き
た
も

の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ

る
ほ
ど
で
す
。 

さ
ら
に
、
い
ま
我
々
は
季
節
や

地
域
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
食
材

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
同
時

に
、
食
べ
残
し
や
賞
味
期
限
切
れ

に
よ
る
破
棄
も
急
増
し
て
環
境
へ

の
負
荷
も
増
大
し
、
輸
入
食
品
に

よ
る
運
搬
で
過
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
粒
の
お
米
に
も
感
謝
の
念
を
お

ぼ
え
た
ほ
ん
の
数
十
年
前
と
は
大

変
な
変
わ
り
よ
う
で
す
。
健
全
な

食
は
健
全
な
環
境
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
も
の
で
す
。 

 

宮
崎
県
市
町
村
振
興
協
会
か
ら

助
成
を
受
け
て
、
行
政
と
労
働
団

体
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
、
パ

ン
づ
く
り
を
通
し
て
食
と
環
境
の

関
係
を
考
え
る
活
動
で
す
。
パ
ン

を
焼
く
ま
で
に
、
塩
・
バ
タ
ー
・

酵
母
・
小
麦
粉
な
ど
は
参
加
者
で

手
作
り
し
て
、
パ
ン
窯
も
製
作
し

て
い
き
ま
し
た
。
事
業
終
了
後
は
、

参
加
者
が
各
職
場
や
各
地
域
に
お

い
て
、
協
働
モ
デ
ル
事
業
を
通
し

て
実
践
し
習
得
し
た
環
境
に
対
す

る
問
題
意
識
を
啓
発
普
及
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。 

   

                        

食
と
環
境
の
関
係
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
協
働
モ
デ
ル
事
業 

（
協
働
モ
デ
ル
事
業
）
と
は
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食
材
料
作
り
か
ら
パ
ン
を
焼
く
こ
と
で
、

食
の
大
事
さ
を
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
（
食
へ
の
意
識
）
、
近
く
で
採
れ
た

食
材
は
輸
送
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軽
減

で
き
る
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
意
識
）
、
き

れ
い
な
海
水
だ
か
ら
こ
そ
塩
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
（
自
然
へ
の
意
識
）
等
、
お
店

で
購
入
し
た
食
料
品
で
は
感
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
多
く
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
森
で
は
、
平
成
23
年
度
に

「
四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル

は
、
21

年
に
企
画
を
立
て
、
22
年
の
協
働

モ
デ
ル
事
業
で
実
践
に
向
け
て
の
準
備
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
ｅ
ｃ
ｏ

ス
ク
ー
ル
の
開
校
を
む
か
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
内
容
は
、
森
、
川
、
海
で
の

自
然
体
験
、
農
業
体
験
な
ど
計
９
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
体
験
を
通
し
て
、
自
然
の
大
切
さ
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
一
回
目
の
開
催
日
は
、
６
月
25
日
で

す
。
開
校
式
後
に
森
の
学
舎
周
辺
で
の
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
お
こ
な
い
ま
す
。
五

感
を
使
い
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
自
然
の
不

思
議
や
仕
組
み
を
学
び
、
自
然
と
自
分
が

一
体
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
体
験
活
動
と
な
り
ま
す
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀬渡し船で門川沖 10 数キロまで海水
を取りに行きました。その海水を釜戸
で煮て、約２時間半かけ塩が完成しま
した。10ℓで 210g の塩ができました。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松瀬地区で栽培されているイチゴを使
い酵母を作りました。１週間かけ自宅
で酵母を育てます。毎日、瓶を振り、
フタを外して空気に触れさせます。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
材料を混ぜ合わせこねます。一次発酵、
二次発酵とおこない、パン窯を 200℃
にして焼きあげます。自家製酵母なの
で、発酵に時間がかかりました。 

食と環境の関係を考えるワークショップ型協働モデル事業（協働モデル事業）から

●   パンを焼く  2011.1.23  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小屋改修から始めて、窯が完成するま
で３ヶ月かかりました。窯天井部分の
制作は難しかったです。遠方からの頼
もしい応援もあり無事完成しました。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
牧場での体験活動だったのですが、韓国
で発生した口蹄疫で立ち入りができなく
なり、学舎での活動です。ペットボトル
に材料を入れ、ひたすらシェィクします。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石臼は、森の学舎の近所で昔使われてい
た物を譲っていただきました。左回しで
ゆっくりと回し、全粒粉からふるいで細
かい小麦までに仕上げていきました。

2011.1.10  小麦を挽く   ●

●   パン窯作り  2010.12.4 ●  バターを作る  2011.1.16

2011.1.10  酵母をつくる  ● 2010.9.4  塩づくり    ●
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2010年 11月 14日 

森をテーマにした体験型環境学習「森で過ごそ

う！森に学ぼう！」を開催。この体験型環境学習

では、 樹木の二酸化炭素吸収量学習、ドングリ

苗木の育て方、ドングリを使った工作、アウトド

アクッキング（あぶり焼きソーセージ作り）を通

して、自然の豊かさを楽しみ自然の大切さを学び

ます。また、自宅でドングリを苗木に育て山に帰

（植樹）します。 

樹木の二酸化炭素吸収量は、森の学舎グランド

にあるセンダン、イヌマキ、サクラの木の高さを

樹高測定器と巻尺を使って計測してから、樹高が

3ｍ以上の木は胸の高さで、樹高が 3ｍ未満の木

は根元で幹の外周を測った後に、その木の年間の

二酸化炭素吸収量を計算しました。１本の木の二

酸化炭素吸収量と人間一人の呼吸で吐き出す二

酸化炭素の量や家庭で使う電気量から発生する

二酸化炭素の量との比較をしました。樹木が二酸

化炭素を吸収してくれる大事な存在であること

を学びました。（小学校高学年用にアレンジした

内容であったため、参加した小学校低学年以下の

子どもたちにとっては難しかったと思います。）

みんな頑張って学習してくました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

2010年 8月 1日 

「川をたのしく親し

もう」この活動は、ネ

イチャーゲームで、

自然をさまざまな感

覚や心を通じて理解

し、自然と自分が一体

であることを学び、川あ

そびをとおして自然の豊かさを楽し

み、自然の大切さを学ぶ活動です。 

朝からとても良い天気の中、8時 30 分を過ぎ

た頃から、今日の参加者の皆さんが集まって来て

くれました。9時になりオリエンテーションと記

念撮影を済ませて、フェニックス宮崎ネイチャー

ゲームの会リーダーさん４名の自己紹介後に、五

十鈴川に降りていきました。今回のネイチャーゲ

ームはジグソーストーンと宝物探しです。ジグソ

ーストーンは、河原の石を使ってジグソーパズル

のように魚やエビ・カ二等の絵の上に石を並べて

いきます。普段は何も気にすることがない小さな

石をマジマジと見る機会となり、自然界には決し

て同じ石が存在しないことを確認できました。 

 宝物探しは、カードに書かれた物（例えばキラ

キラしている物）を川の中で探し、川の生き物調

べにつなげて行きます。手長エビやオイカワ等を

手網で獲って、最後に探した宝物の名前を確認し

て、生き物たちは川にもどしました。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お昼はそうめん流し

樹高測定器を使って
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子どもの森理事 工藤恵理香 

私は今27歳、自分が親になる歳になって改めてこ

のテーマについて考えると、とても難しく問題でも

あり、大事にしなければならない問題でもあると思

います。それだけこの数十年の間で、自然環境や人

間の生活が激しく変化してきています。 

 私が子どもの頃に海や川で泳いだり山に登った

り木登りして遊んで楽しんだことを思い出すと、や

はり未来の子どもたちにも同じような環境を残し

てあげたいと思います。今思えば、自然とふれあう

ことで自然の偉大さや自然の摂理、変化など、いろ

んな大切なことを無意識のうちに学んでいました。

現代の子どもたちは、自然と身近にふれあうことが

できない子どもが多くなってきています。成長の過

程でそんな大切なことを学ぶチャンスをすっかり

失ってしまっているということは、人格形成の点で

軽視できない問題だと思います。 

 先日の東北地方大震災で、人間の創りだしたもの

がいかに自然の力には無力かを痛感させられまし

た。自然エネルギーが見直され、日本中で節電が呼

びかけられている今、これからの自然のあり方、可

能性を改めて考える直す時期だと思います。自然が

人間の生活にうまく取り入れられて、守られ循環で

きるように、私は自分でできることを進めて行きた

いと思います。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年 3月 21日 

「植樹＆春を楽しもう」では、森の学舎で植樹と

野草・山菜料理、シイタケ菌コマ打ちなどで春の

自然を楽しみました。 

曇り空で時より日差しがのぞき暖かい一日で、

参加者・スタッフ共に春を堪能できました。 

森の学舎周辺の田んぼや土手で野草・山菜の本を

持って、食べることができる野草・山菜を約１時

間かけて探しました。収穫したのは、「タケノコ、

タネツケバナ、スイバ、ヤブカンゾウ、ミツバ、

ツクシ、フキノトウ、ヨモギ、カラスノエンドウ、

ヨメナ、レンゲ、ノビル、ゲンノショウコウ、ス

ミレ、オニタビラコ、オオバコ、セリ、アザミ」

の 18 種類です。 

 スイバとノビルは和え物に、ヤブカンゾウとノ

ビルはさっと茹でて酢味噌で、オノタビラコとセ

リとミツバは釜戸で炊いたごはんを使い雑炊に、

タケノコは焼きタケノコ、18 種の野草・山菜は

天ぷらにしていただきました。 

野草・山菜料理での昼食が終わったら、シイタケ

ほだ木を作りました。コナラの木にシイタケ用ド

リルでコマ穴を開けて、木槌でシイタケ菌の付い

たコマを打ち込んでいきました。約１年 8ヵ月後

のシイタケ収穫が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの時代を担う子どもたちに、良質な自然環境を残すためには、体験型の環境教育は、
重要なかぎとなるはずです。森の中等での自然体験活動にこだわり、楽しみながら遊びながら、
結果よりプロセスを重視して、環境について考えてもらう工夫をした催しを開催しています。 

つくしみつけたよ！ 
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県
北
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

企
業
・
行
政
が
一
堂
に
つ
ど
い
自
分
た
ち

の
想
い
を
か
た
ち
に
す
る
協
働
商
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

◆ 

目 

的 

出
会
い
・
交
流
・
情
報
交
換
、
新
た
な
発

見
の
場
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
企
業
・
行
政
な
ど
多
様
な
主
体

が
認
識
を
持
ち
、
志
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
出
会
い
の
場

で
、
あ
た
か
も
商
談
を
す
る
か
の
よ
う
に

協
働
の
相
手
先
を
探
す
こ
と
に
よ
り
、
新

し
い
協
働
事
業
を
創
出
す
る
も
の
で
す
。 

                

                              

                              

                              

■32団体（NPO・ボランティア団体14、行政７、企業５、労働団体２、その他４）７３人が参加 

特定非営利活動法人子どもの森 協働創出市を主催し、宮崎県（生活・協働・男女参画課）と協働して事業を進めています。

宮崎県（生活・協働・男女参画課） 協働創出市を委託し、子どもの森と協働して事業を進めています。 

 
■協働創出市に参加した団体の一覧です。                                   敬称略 

連合宮崎 日之影町（地域振興課） 

財団法人日本宇宙少年団 延岡分団 財団法人宮崎県市町村振興協会 

延岡市（市民協働・男女参画課） シニアコミュニティ宮崎 

門川町（総務企画課） 旭化成株式会社 延岡支社 

特定非営利活動法人ひめしゃら倶楽部 創造堂 

日向市（市民協働課） 特定非営利活動法人ＮＰＯのべおか 

連合宮崎 県北地域協議会 特定非営利活動法人ささゆり 

株式会社ビットクラブ ビットキャリアスクール Ｋｅｎｐｏｋｕ・Ｐａｍａｋｉ 

特定非営利活動法人リバーシブル日向 宮崎県難病相談・支援センター 

諸塚村（総務課） 宮崎ダンボールコンポストネットワーク 門川支部 

株式会社ケーブルメディアワイワイ NPO 法人福祉支援協会ライフサークル 

NPO 法人のべおか市民力市場（宮崎県北の地域医療を守る会） 宮崎県西臼杵支庁 

特定非営利活動法人五ヶ瀬自然学校 みやざき森づくりコミッション 

プリンシプル株式会社 株式会社クリエート 

日本財団ＣＡＮＰＡＮプロジェクト 宮崎県ＮＰＯ活動支援センター 

 
ご都合により協働創出市に参加できなかった団体。 

株式会社西の丸（一善の会） 株式会社内山建設 

特定非営利活動法人家庭・青少年教育ネットワーク 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会（地域・ボランティア課） 

会場設営 

主催者あいさつ 自己紹介 受  付 
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協
働
と
は
・
・
・ 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
・
民
間
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
主
体
性
、
自
発
性
の
も
と
に
お
互
い

の
立
場
や
特
性
を
認
識
・
尊
重
し
な
が
ら
、

共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
協

力
・
強
調
す
る
こ
と
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
企
業
そ
し
て
・
・
・

新
し
い
公
共
の
担
い
手
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（No

nP
rof
itO
rga
nai
zat
ion

）

と
は
、
民
間
の
非
営
利
組
織
で
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
定
義
は
統
一
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
県
で
は
、
法
人
格
を
持
つ
特
定

非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
及
び

法
人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
そ
の
他
の
市
民
活

動
団
体
等
と
し
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、

地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
社
会
的

な
使
命
感
を
持
ち
、

新
た
な
公
共
の
担
い

手
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

※
「
非
営
利
」
と
は
、

収
益
活
動
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
（
儲
け
て

は
い
け
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
収

益
を
団
体
の
構
成
員
に
分
配
を
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

※
自
治
会
、
自
治
公
民
会
、
婦
人
会
な
ど

の
地
縁
団
体
も
、
公
益
の
活
動
を
行
う
場

合
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
含
ま
れ
ま
す
。 

 

あ
な
た
に
も
で
き
る
！
協
働 

★
農
家
が
「
食
」
の
安
全
を
提
案 

★
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
交
通
安
全
啓
発 

★
薬
局
が
介
護
予
防
も 

★
書
籍
店
で
読
み
聞
か
せ 

★
宅
配
の
つ
い
で
に
高
齢
者
の
見
守
り 

★
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
つ
い
で
に
道
路
も 

き
れ
い
に 

 

★
居
酒
屋
が
町
の
集
会
場 

★
犬
の
散
歩
で
見
守
り
活
動 

そ
の
他
に
も
ア
イ
デ
ア
し
だ
い
で
協
働

の
輪
は
広
が
り
ま
す
！ 

 

協
働
Ｑ
＆
Ａ 

・
協
働
す
る
と
、
ど
ん
な
良
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？ 

 

厳
し
い
社
会
情
勢
が
続
く
昨
今
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
行
政
、
民
間
企
業
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
汗
や
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
想
い
を
か
た
ち

に
す
る
こ
と
が
で
き
明
る
い
未
来
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
協
働
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す

か
？ 

 

協
働
創
出
市
で
、
地
域
社
会
を
よ
く

し
た
い
想
い
を
話
し
同
じ
想
い
を
持

っ
て
い
る
相
手
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
協
働
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
み

つ
か
り
ま
す
。 

（
「
宮
崎
県
と
コ
ラ
ボ
し
よ
！
」 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
） 

   コラボシスターズ（協働イメージキャラクター） 

   

コラボ鏡ちゃん 

協働で必要な機

動性をイメージ

しています。 

コラボ玉ちゃん 

協働で必要な柔

軟性をイメージ

しています。 

コラボ剣ちゃん 

協働で必要な先

駆性をイメージ

しています。 

子どもの森と宮崎県の協働について 

 それぞれの団体単独では、その想いを形にすることの難しさを、７年間の子どもの森の活動を通して感じて

いました。一方、企業や他の団体と協働し活動した時には、容易に形になっていく実感がありました。 

 同じ想いを持つもの同士が一緒になって活動や事業を進めて行くことが、地域の問題解決にとって有効な手

段であり、宮崎県の委託事業である「協働商談会開催事業」が、子どもの森の感じている協働を地域に広げる

ことができる事業であることから、子どもの森で宮崎県生活・協働・男女参画課と協働して「協働商談会」を

開催することにしました。 

http://kyodo-syodan.community.officelive.com 

商談会の様子 
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門川高等学校演習林
を五感で森林自然を
感じることが出来るよう
に高校生と一緒に取り
組んでいます。 

  

        

      

■
２
０
１
０
年
12
月
19
日 

（
株
）
ロ
ー
ソ
ン
の
社
員
さ
ん
、
近
隣
の
ロ
ー

ソ
ン
店
舗
の
店
長
さ
ん
と
従
業
員
さ
ん
が
、
ロ

ー
ソ
ン
緑
の
募
金
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
竹
林
の
整
備
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
参
加
者 

 

計
28
人 

子
ど
も
の
森
会
員
５
人
・
一
般
参
加
者
６
人 

ロ
ー
ソ
ン
門
川
日
向
病
院
前
店
２
人 

九
州
ロ
ー
ソ
ン
宮
崎
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
12
人 

九
州
ロ
ー
ソ
ン
九
州
Ｄ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
２
人 

ロ
ー
ソ
ン
地
球
環
境
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
人 

           

■
12
月
23
日
・
25
日
・
29
日
・
30
日 

「
ロ
ー
ソ
ン
参
加
に
よ
る
竹
林
の
整
備
」

で
伐
採
し
て
グ
ラ
ン
ド

に
置
い
て
い
た
約
100

本
の
孟
宗
竹
を
、
延

べ
14
人
で
４
日

間
か
け
て
チ
ッ

プ
処
分
し
ま
し

た
。
粉
砕
機
で
チ

ッ
プ
に
で
き
る

の
は
直
径
12

Cm

ま
で
な
の
で
、
そ
れ

よ
り
太
い
竹
は
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
で
玉
切
り
し
、

さ
ら
に
縦
に
二
割
し
て
、
女
性
で
も
運
搬
で
き

る
大
き
さ
と
重
さ
に
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
に

あ
る
サ
ク
ラ
の
周
辺
に
竹
で
枠
を
施
し
チ
ッ

プ
を
蒔
い
て
い
き
ま
し
た
。 

伐
採
竹
を
活
用
し
た
９
箇
所
の
竹
棚
に
枯

れ
た
倒
竹
や
作
業
の
た
め
に
伐
木
の
枝
を
積

み
、
こ
れ
ま
で
に
竹
を
伐
採
し
た
空
間
の
整
備

が
終
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
か
ら
の
伐
採
し
た

竹
は
約
200
本
で
、
昨
年
度
未
処
理
だ
っ
た
竹
も

含
め
粉
砕
し
て
作
っ
た
チ
ッ
プ
の
体
積
は
約

36

ｍ3
（
竹
約
２
６
０
本
分
）
で
し
た
。 

 ■
２
０
１
１
年
３
月
21
日 

植
樹
活
動 

昨
年
植
樹
し
て
い
た
苗
木
の
一
部
が
、
ウ
サ

ギ
か
ら
か
じ
ら
れ
、
イ
ノ
シ
シ
の
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
で
倒
さ
れ
た
た
め
補
植
を
行
い
ま
し
た
。 

          

■
下
草
刈
り 

２
０
１
０
年
６
月
19
日 

 

大
雨
の
中
「
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
」
に
到
着
し

ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
し
て
下
草
刈
を
始
め
る
こ
ろ
に
は
、
小

雨
と
な
り
30
分
程
し
て
雨
も
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
員
汗
ダ
ク
ダ
ク
に
な
り
約
１
時

間
30
分
で
下
草
刈
は
終
了
し
ま
し
た
。
下
草
刈

終
了
後
、
森
の
学
舎
に
移
動
し
て
流
し
素
麺
で

昼
食
と
し
ま
し
た
。 

 

昼
か
ら
は
晴
れ
間
も
の
ぞ
く
梅
雨
特
有
の

気
ま
ぐ
れ
な
天
気
に
振
り
ま
わ
さ
れ
た
一
日

で
し
た
。 

参
加
会
員
６
人
、
一
般
参
加
者
６
人
（
内
子
供
２
人
） 

 

■
秋
の
下
草
刈
り
10
月
23
日 

６
月
に
大
雨
の
た
め
中
止
に
な
っ
た

門
川
高
校
生
と
の
「
Ｇ

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
」
の
下

草
刈
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

参
加
者
は
、
門
川
高

校
か
ら
バ
ス
で
Ｇ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
に
出
発

し
ま
し
た
。
雨
が
何
時

に
降
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
空
模
様
で
し
た
が
、

午
前
中
は
な
ん
と
か
天

気
が
も
っ
て
、
蜂
や
蛇
も
見
か

け
ず
暑
く
な
く
寒
く
な
く

で
、
作
業
す
る
に
は
上
々

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

し
た
。 

 

高
校
生
８
人
と
先
生

１
人
、
子
ど
も
の
森
か

ら
３
人
の
計
12
人
の
参

加
で
、
や
や
人
手
不
足

の
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
全
員
の
が
ん
ば

り
で
、
予
定
し
て
い
た
時
間
よ

り
早
く
下
草
刈
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

下
草
刈
終
了
後
は
、
バ
ス
で
森
の
学

舎
ま
で
移
動
し
ま
し
た
。
朝
の
集
合
が

早
く
、
２
時
間
の
作
業
で
疲
れ
た
の

で
し
ょ
う
、
移
動
中
の
バ
ス
で
は
、

運
転
手
さ
ん
以
外
は
全
員
居
眠
り

状
態
で
し
た
。
森
の
学
舎
に
到
着

し
て
、
男
子
生
徒
は
造
林
鎌
の
手

入
れ
、
女
子
生
徒
は
釜
戸
で
炊
飯

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
用
意
し
て
い

た
豚
汁
で
昼
食
を
食
べ
て
、
森
の
学

舎
で
し
ば
し
休
息
を
と
り
解
散

時
間
に
な
っ
て
、
高
校
生
は
再

び
門
川
高
校
ま
で
バ
ス
で
戻

り
ま
し
た
。 

 

五  感 

ＧＯＣＡＮの森 

■
２
０
１
０
年
10
月
30
日 

竹
の
樹
木
粉
砕
機
竹
粉
仕
様
Ｇ
Ｓ
１
２
１
Ｇ

Ｂ
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
粉
砕
機
は
、
緑
の
募

金
特
定
公
募
事
業
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
て
導

入
し
ま
し
た
。 

使
用
法
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
説
明
す
る
た
め

に
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
営
業
の
方
が
一
緒
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。 

 

妖精の森 
竹林となってしまった
森林の一部を、子ども
が入り遊ぶことができ
る広葉樹の森に再生し
ています。 

【 

森
づ
く
り
活
動 

】 

延
べ
実
施
日
数
21
日
間 

延
べ
参
加
人
数
１
２
９
人 

 

森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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昨
年
度
ま
で
は
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
実
施
し
て
い
た
森
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
を
、
今
年
度
は
森
林
環
境
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
は
無
か

っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
入
れ
日
程
も
３
日
間
と

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
や
し
ま
し
た
。 

 

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
森

づ
く
り
活
動
に
継
続
し
て
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
、
森
づ
く
り
活
動
を
自
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
リ
ー
ダ
ー
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
今
回
が
３
年
目
（
３
度
目
）

の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

 

◆
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介 

 

県
内
の
森
づ
く
り
団
体
が
、
ど
の
よ
う
な
森

づ
く
り
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
森
林
な
ど

を
活
用
し
て
の
ど
の
よ
う
な
環
境
学
習
を
し
て

い
る
か
を
説
明
し
ま
し
た
。 

◆
森
づ
く
り
の
た
め
の
森
林
生
態
学 

 

髙
木
先
生
に
よ
る
林
業
を
中
心
と
し
た
森
づ

く
り
の
考
え
方
の
講
義
で
し
た
。
森
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
中
心
に
位
置
づ
け
る
の
は
、

森
林
の
持
つ
様
々
な
働
き
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。 

 

◆
安
全
管
理 

 

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
不
適
切
な
作
業
環

境
・
疲
労
や
加
齢
等
の
人
的
要
因
・
作
業
の
管

理
の
何
れ
か
に
欠
陥
が
あ
る
場
合
に
林
業
労
働

災
害
の
発
生
が
お
き
る
こ
と
、
作
業
時
の

意
識
改
革
や
作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

必
要
性
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
、

自
己
発
生
時
の
対
応
を
前
も
っ
と
準
備

し
て
お
く
こ
と
等
を
学
習
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
災
害
の
事
例
に
つ
い
て
、
講
師
の
岩

田
さ
ん
の
周
辺
で
起
き
た
災
害
事
例
の
説
明
も

あ
り
ま
し
た
。
林
業
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
同
じ
よ
う
に
あ
て
は
ま
る

と
思
い
ま
す
。 

 

◆
森
林
資
源
の
活
用
（
き
の
こ
栽
培
） 

 

森
づ
く
り
活
動
を
し
て
、
作
業
の
安
全
上
で

ど
う
し
て
も
下
木
（
広
葉
樹
）
を
倒
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
倒
し
た
下
木
も

有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
薪
に

し
た
り
炭
に
し
た
り
、
チ
ッ
プ
化
し
て
堆
肥
等

に
利
用
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

キ
ノ
コ
の
原
木
へ
の
使
用
も
あ
り
ま
す
。
昨
今

の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
活
動
の
楽

し
み
と
し
て
の
キ
ノ
コ
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

キ
ノ
コ
は
菌
種
で
あ
り
、
分
解
者
と
し
て
菌

種
が
自
然
界
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ

と
、
キ
ノ
コ
が
育
つ
自
然
環
境
と
キ
ノ
コ
の
生

育
に
つ
い
て
を
学
ん
だ
後
、
キ
ノ
コ
の
菌
コ
マ

打
ち
を
体
験
し
ま
し
た
。
コ
ナ
ラ
の
原
木
に
シ

イ
タ
ケ
菌
コ
マ
を
、
ハ
ゼ
の
木
の
原
木
に
キ
ク

ラ
ゲ
の
菌
を
接
種
し
ま
し
た
。 

                  
 

   
 

◆
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
刈
払
機
な
ど
の
山
林
作
業

機
械
の
使
用
法 

 

倒
木
作
業
で
の
受
け
口
と
追
い
口
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
刈

払
機
の
基
本
的
な
使
い
方
、
チ
ェ
ー
ン
の
目
立

て
に
つ
い
て
、
樹
木
粉
砕
機
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。 

   

◆
緊
急
救
命
講
座 

 

（
熱
中
症
対
策
の
話
の
中
で
）
蒸
し
暑
い
日

に
半
日
間
の
森
づ
く
り
作
業
で
流
す
汗
が
２
リ

ッ
ト
ル
か
き
ま
す
。
そ
の
分
の
水
分
を
補
水
す

る
時
に
、
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
補
給
も
必

要
で
あ
る
た
め
、
十
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
入
っ

た
飲
み
物
を
選
び
ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る
ほ

と
ん
ど
の
飲
料
水
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
塩
分
控
え
め
等
の
健
康
飲
料
水
に

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
少
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。 

 

足
長
蜂
や
す
ず
め
蜂
に
は
か
な
り
注
意
を
払

わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
蜂
の
行
動
特
性
を

知
り
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
と
き
の
応
急
処
置
用
具

の
使
い
方
等
を
学
習
し
ま
し
た
。 

                        

◆
樹
木
観
察 

 

森
の
学
舎
周
辺
を
散
策
し
て
、
講
師
の
南
谷

先
生
か
ら
植
物
の
名
前
と
方
言
名
や
特
長
な
ど

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明
の
あ
っ
た
植
物
に

は
、
名
前
プ
レ
ー
ト
の
設
置
を
し
て
行
き
ま
し

た
。
ま
た
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
を
摘
ん
で
昼
食

の
時
に
調
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

◆
森
づ
く
り
と
自
然
保
護 

 

森
づ
く
り
で
植
樹
す
る
時
は
、
本
来
そ
こ
に

生
息
し
て
い
る
樹
木
を
植
樹
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
苗
木
も
同
地
域
の
種
か
ら
育
て
た
物
を

使
用
し
ま
す
。
同
じ
遺
伝
の
木
だ
と
何
ら
か
の

原
因
で
一
度
に
滅
び
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、

挿
し
木
や
同
じ
木
の
種
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し

て
遺
伝
子
か
く
乱
が
起
き
る
よ
う
に
、
同
じ
樹

木
で
も
多
様
性
を
持
た
せ
る
こ
と
。
し
か
し
、

遠
い
地
域
の
種
か
ら
育
て
た
苗
木
を
使
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
種
類
の

苗
木
を
混
ぜ
て
植
え
、
そ
こ
の
環
境
に
よ
り
適

し
た
木
だ
け
が
生
き
残
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

等
、
多
く
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

植
物
の
分
布
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
に
し
か

な
い
存
在
し
な
い
稀
少
な
植
物
も
多
く
あ
る
こ

と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
宮
崎
は
日
本
の
中

で
も
多
種
な
植
物
が
存
在
す
る
地
域
で
す
。 

 

２月６日 

9：00 開講式、オリエンテーション  事務局 

9：20 
森づくりのための森林生態
学 

 宮崎大学農学部准教授 
     髙木 正博 氏 

11：30 森づくりボランティアの紹介  事務局 

13：00 森づくりでの安全管理  安全技術指導員 岩田幸生 氏 

 

２月２０日 

9：00 森林資源の活用（キノコの栽培）  事務局 

11：30 
チェーンソー・刈払機などの山林作業
機械の使用法 

 林業従事者 
     松本哲也 氏 

13：00 
チェーンソー・刈払機などの山林作業
機械の使用法 

 林業従事者  
松本哲也 氏 

 

２月２７日 

9：00 緊急救命講座 
 福岡県災害ボランティア連絡会幹事 
 NPO 法人日本防災士会 
福岡県支部長    竹下裕一 氏 

11：00 樹木観察  宮崎植物研究会会長 南谷忠志 氏 

14：00 森づくりと自然保護  宮崎植物研究会会長 南谷忠志 氏 

 

２日目 

３日目 

森林環境セミナー 
 

～森の達人になろう～ 

１日目 
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フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
大
会

＆
上
進
式 

主
催
／
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
延
岡
第
４
団 

２
０
１
０
年
８
月
21
日
〜
22
日 

 

 

            

団
内
の
ビ
ー
バ
ー
隊
か
ら
ロ
ー
バ

ー
隊
の
ス
カ
ウ
ト
全
員
が
相
互
の
友

情
を
深
め
、
隊
を
上
進
す
る
隊
員
を

祝
い
、
保
護
者
が
キ
ャ
ン
プ
の
支
援

共
同
作
業
に
よ
り
交
流
を
行
い
、
ス

カ
ウ
ト
経
験
者
を
招
待
し
て
活
動
の

励
み
に
よ
り
組
織
拡
充
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

延
岡
第
４
団
の
全
隊
員
（
ビ
ー
バ
ー

隊
、
カ
ブ
隊
、
ボ
ー
イ
隊
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
隊
、
ロ
ー
バ
ー
隊
）
と
保
護
者
、

入
隊
体
験
希
望

者
の
総
勢
約

50
数
名
に

よ
る
キ
ャ

ン
プ
が
森

の
学
舎
で

実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 

「
松
木
正
さ
ん
講
演
会
」 

主
催
／
地
域
を
わ
く
わ
く
元
気
に
す
る
会
プ
ロ
シ
ー
ド 

２
０
１
１
年
２
月
20
日 

 

約
40
人
の
参
加
者
に
よ
り
、
地
域

を
わ
く
わ
く
元
気
に
す
る
会
プ
ロ
シ

ー
ド
（
延
岡
市
）
主
催
の
「
松
木
正

さ
ん
講
演
会
」
で
、
教
室
棟
を
16
時

か
ら
21
時
ま
で
使
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

森
林
環
境
セ
ミ
ナ
ー
２
日
目
が
15

時
終
了
し
て
、
入
れ
替
わ
る
形
で
の

教
室
棟
の
開
放
と
な
り
ま
し
た
。
以

下
、
簡
単
に
講
演
会
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。 

 

松
木
さ
ん
は
、
青
少
年
活
動
に
関

わ
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
環
境
教
育

に
出
会
い
渡
米
し
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
人
に
出
会
う
中
で
、
ス
ー
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
（
ラ
コ
タ
族
）
居
留
地

区
で
ア
メ
リ
カ
先
住
民
と
生
活
を
共

に
し
、
そ
の
自
然
観
、
生
き
方
、
伝

統
儀
式
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
時
の

様
子
と
、
ス
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
自

然
観
、
生
き
方
、
伝
統
儀
式
の
す
ば

ら
し
さ
を
伝
え
る
講
演
で
し
た
。 

             

                        

 

    

     

                              

森
も り

の
の

学舎
ま な び や

 
旧西門川小学校松瀬分校を活用している森の学舎。環境プログラムの開催と環境文庫の常設をしてい
ます。また、団体への施設開放、自然体験活動の受け入れもおこなっています。 

http://www.kodomonomori.info 

森の学舎の環境整備として、2010 年５月連休に①露天風呂、②パン

フレット棚、③タイルの流し、④箱メガネ収納棚。2011 年５月連休

には、⑤道具整理棚、⑦移動黒板、⑧受付用机と椅子のセット、⑨

屋外用カフェ机を２個、⑩椅子のない机用のために学習椅子を３脚、

を製作しました。他に、シイタケホダ場で見つけた⑥カブトムシ幼

虫の飼育箱を作りました。タイルの流しはご近所で頂き、杉の廃材、

廃棄された物等を活かして作ったものばかりです。
１ 

２ ３４５ 

６ 

７ ８ ９ 10
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２
０
１
１
年
１
月
18
日 

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ

              

Ｍ
Ｒ
Ｔ
環
境
大
賞
授
賞
式 

２
０
１
０
年
11
月
27
日 

 

Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
が
環
境
問
題
に

取
り
組
む
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る

「
２
０
１
０
年
度
Ｍ
Ｒ
Ｔ
環
境
賞
」

に
、
子
ど
も
の
森
が
最
高
賞
の
大
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ま
さ
か
ま
さ
か
の
受
賞
で
す
が
、

長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
の
大
賞

で
す
の
で
嬉
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ

も
、
会
員
全
員
で
真
摯
に
、
森
づ
く

り
や
環
境
学
習
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
子
ど
も
の
森
ら
し
い
創
意
工

夫
し
た
活
動
を
進
め
、
少
し
で
も
地

域
し
い
て
は
地
球
の
自
然
環
境
の
た

め
、
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
自
然
環
境
を
引
き
渡
す
た
め
の

活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

連
合
愛
の
カ
ン
パ
贈
呈
式 

 
 
 
 

２
０
１
０
年
10
月
24
日 

 

連
合
愛
の
カ
ン
パ
か
ら
、
今
年
で

３
回
目
と
な
る
助
成
金
を
受
け
ま
し

た
。
過
去
の
贈
呈
式
は
、
連
合
宮
崎

執
行
委
員
会
で
し
た
が
、
今
年
は
第

20
回
記
念
定
期
大
会
で
の
贈
呈
式

と
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
43
団
体
に

助
成
が
決
定
し
宮
崎
県
で
は
７
団
体

が
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
各
団
体
へ

の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
に
、
各
団
体

に
１
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
が
任
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
の
森
は
、
一
番
目
で

横
山
理
事
が
、
助
成
が
会
員
の
励
み

に
な
る
こ
と
と
、
助
成
の
お
礼
と
使

途
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。 

  

イ
オ
ン
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
パ
ネ
ル
展 

２
０
１
１
年
４
月
10
日 

 

ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
日
向
の
２
階
売
り

場
で
、
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
登
録
団
体
の
パ
ネ
ル
展
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン

日
向
の
登
録
団
体
は
12
団
体
で
、
子

子
ど
も
の
森
の
パ
ネ
ル
に
は
、
昨
年

度
の
活
動
写
真
と
そ
の
説
明
、
森
の

学
舎
と
Ｍ
Ｒ
Ｔ
環
境
大
賞
に
つ
い
て

の
写
真
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

         

      

主
催
／
み
や
ざ
き
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会 

刈
払
機
研
修
会 

 
 
 
 

２
０
１
０
年
９
月
11
日 

宮
崎
中
央
森
林
組
合
に
て
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
に
「
安

全
講
習
」
の
講
義
と
「
生
物
多
様
性

の
森
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
講
話
が

あ
り
、
午
後
か
ら
は
高
岡
町
に
あ
る

一
里
山
山
林
に
て
「
機
械
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
」
の
現
地
講
習
が
あ
っ

た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
刈
払
機

実
技
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

 

森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

２
０
１
０
年
11
月
28
日 

登
山
家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
講

演
、
み
や
ざ
き
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
議
会
の
加
盟
団
体
の
「
水
源

の
森
づ
く
り
を
す
す
め
る
市
民
の
会
」

と
「
環
の
会
」
に
よ
る
森
づ
く
り
事

例
発
表
が
行
わ
れ
、
約
２
６
０
人
の

入
場
者
の
方
々
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

        

 

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
「
エ
コ
コ
ロ
カ
フ
ェ
」 

 

２
０
１
０
年
８
月
１
日 

 

「
川
を
た
の
し
く
親
し
も
う
」 

 

Ｍ
Ｒ
Ｔ
テ
レ
ビ 

わ
ぃ
Ｗ
ａ
ｉ
Ｔ
Ｖ 
 

２
０
１
０
年
11
月
14
日 

 

「
森
で
過
ご
そ
う
！
森
に
学
ぼ
う
！
」 

 

宮
崎
日
々
新
聞
社 

・
き
ゅ
ん
と 

122
号
付
３
面 

 

・
川
を
た
の
し
く
親
し
も
う 

 

２
０
１
０
年
８
月
７
日
付
22
面 

                         

    

・
手
作
り
材
料
で
パ
ン
を 

２
０
１
０
年
９
月
８
日
付
22
面 

 

・
広
葉
樹
林
再
生
目
指
す 

２
０
１
０
年
12
月
20
日
付
13
面 

 

・
五
感
で
感
じ
る
パ
ン
完
成 

２
０
１
１
年
２
月
８
日
付
18
面 

 

・
活
動
Ｐ
Ｒ
し
情
報
交
換 

２
０
１
１
年
３
月
４
日
付
20
面 

            

   http://www.sotokoto.net/ 

ソトコト ２０１１年５月号 
ロハスピープルのための快適生活マガジン『ソトコト』の特集（日
本を元気にする九州の１００人）で、理事長が紹介されました。
 『ソトコト』は、全国の書店で発売されています。 
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 2011 年度活動予定 
平成 22 年度助成等の報告 

 
＊宮崎県森林づくり活動支援事業（宮崎県森林環境税） 
 仮称妖精の森の竹伐採（竹林の整備）、高校生とのＧＯ
ＣＡＮの森下草刈り、体験型環境学習（森で過ごそう森に
学ぼう）への助成 
 
＊緑の募金特定公募事業（国土緑化推進機構緑） 
 仮称妖精の森の竹伐採（竹林の整備）をするための樹木
粉砕機の購入 
 
＊門川町まちづくりプレイヤー支援 
 森の学舎の有効活用でもある環境文庫の書籍購入、森の
学舎の水道管修理の資材費、体験型環境学習（川をたのし
く親しもう）への助成 
 
＊宮崎県ＮＰＯ・ボランティア活動人材育成・体験プログ
ラム開発事業（宮崎県社会福祉協議会） 
 一昨年から継続している森づくりボランティア養成講
座（森林環境セミナー）への助成 
 
＊協働商談会開催事業委託費  
 協働商談会（協働創出市２０１０）の開催に係る委託費 
 
＊協働モデル事業（宮崎県市町村振興協会） 
 行政と労働団体、地域住民と協働して、パンづくりを通
して食と環境の関係を考える活動への助成 
 
＊積水ハウスマッチングプログラム助成 
 活動財政強化と子どもの森ＰＲ活動 
 
＊連合愛のカンパ 
 環境文庫の書籍や備品購入等の他助成での助成外（自己
負担）へのカンパ 
 
＊イオン黄色いレシート 
イオン各店での黄色いレシートキャンペーン箱に投函さ
れたレシート金額の１％相当額の物品が活動全般に寄贈 
 
＊緑のｇｏｏ 
 パソコンや携帯から「緑の goo」を利用することで得る
収益から、子どもの森活動全般への寄付 
 
 
 

「環境文庫」本の寄贈 

宮崎市 猪崎 悦子 様   宮崎市 伊藤  一彦 様 

宮崎市 中村 豊  様   日向市 廣島  浩子 様 

宮崎市 森永千佐子 様   ありがとうございました 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 23 年 5月撮影（門川町） 

 
子どもの森通信 第８号 
発行・編集：特定非営利活動法人子どもの森広報委員会    〒889-0624宮崎県東臼杵郡門川町城ヶ丘 2-2 
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月 予定/実施日 活 動 名 場 所 

4 24（日） 第１１回通常総会 森の学舎 

5

4/30（土）1（日）

4（祝）5（祝）

7（土）8（日）

 

妖精の森 

森の学舎 

22（日） 椎茸・木耳の本伏せ 森の学舎 

28（土）29（日） 竹林の整備 妖精の森 

6

11（土） 森の学舎の施設整備 森の学舎 

18（土） 夏の下草刈 GOCAN の森 

19（日） 宮崎市高岡 

25（土） エコ・スクール 森の学舎 

7

9（土）10（日） 竹林の整備 妖精の森

16（土）17（日）  

23（土） エコ・スクール 森の学舎 

31（日） 

8 6（土） エコ・スクール 五十鈴川 

9

3（土） エコ・スクール 

10（土）11（日） 竹林の整備 妖精の森 

17（土） 土曜教室 森の学舎 

10
8（土）9（日） 竹林の整備 妖精の森 

22（土） エコ・スクール 森の学舎 

11

12（土）13（日） 竹林の整備 妖精の森 

22（火） 協働商談会  

26（土） エコ・スクール 森の学舎 

12 4（日） 森の学舎 

1
14（土） エコ・スクール 森の学舎 

28（土） エコ・スクール 酪農家 

2
11（土） エコ・スクール 森の学舎 

19（日） 森林環境セミナー 森の学舎 

3

3（土）4（日） 竹林の整備 妖精の森 

18（日） 森林環境セミナー 森の学舎 

25（日） 植樹と山菜 森の学舎 

編 

集 

後 

記 

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
捧
げ

ま
す
と
共
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す 

平
成
22
年
４
月
宮
崎
県
で
は
、「
口
蹄
疫
」
23
年

１
月
に
は
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
発

生
に
よ
り
多
く
の
家
畜
が
殺
処
分
さ
れ
、
畜
産
農
家

の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
ご
苦
労
と
悲
し
み
は

量
り
し
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
県
内
で
の
活
動
も
自

粛
と
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
森

で
は
、
限
ら
れ
た
中
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
活
動
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

多
く
の
亡
く
な
っ
た
尊
い
命
の
た
め
に
も
環
境

を
守
っ
て
い
く
活
動
を
続
け
て
い
こ
う
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。 

表
紙
樹
木 

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ 

【
属
名
】
カ
エ
デ
科
カ
エ
デ
属 

【
樹
形
】
落
葉
高
木
．
高
さ
は
10
〜
15
ｍ 

【
葉
】
対
生
。
葉
身
の
長
さ
は
３
〜
７
㎝
で
掌
状

に
５
〜
９
裂
し
、
裂
片
に
は
鋸
歯
が
あ
る
。 

【
花
】
雌
雄
同
株
。
垂
れ
下
が
っ
た
花
序
に
暗
紅

色
の
花
を
つ
け
る
。
花
期
４
〜
５
月 

【
果
実
】
翼
果
．
長
さ
は
１
〜
２
㎝ 

【
分
布
】
本
州
、
四
国
、
九
州
の
丘
陵
帯 

【
名
の
由
来
】
カ
エ
デ
は
葉
の
形
を
「
カ
エ
ル
の

手
」
に
た
と
え
た
も
の
、
イ
ロ
ハ
は
こ
の
裂
片

を
イ
ロ
ハ
ニ
ホ
と
数
え
る
子
ど
も
の
遊
び
か

ら
来
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
。 

純 


